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●捕獲経費支援 ζ,層当たク士縣 ∞ 0円)
●捕獲者育成の形 犠 わな導入経講霧陵 ど 協溺率 Z場の・定詢
●ジビエ奉」活用を産遺するたみ

彫 倒四物児脇鋒         命 聯 軒 /2以内・定鋤
(農林水産省)

●6次産業′ヒ鐵  砕 ″ネツトワーク活動交付金】

“

昴物屹発紗

鰤彫誰″″   〔厚生労働θ

増加する捕獲鳥獣を地域資源としてとらえ、
ジビエとして有効活用。

これは、野生生物の尊厳を守る取り組みともいえる。

国産ジビエ流通は、既存の大きな枠組みはない。
関係者が情報共有し、連携することで、
短期間でシステム構築できる可能性。

サミツト参加者が1連携し、川上 (捕獲)からj‖下 (消費)
至るサフ
゜
ライチエーンの構築が実現できることを期待。


